Javaプログラムのコンパイルと実行

1.1. Javaプログラム実行までの流れ
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まず、Java言語でソースコード（いわゆるプログラム）を書きます。その後コンパイラを使ってコンパイルし、バイトコードというコンピュータが実行できる形式（厳密には違う）に変換します。それを「実行」することによってプログラムが動きます。

用語

●ソースコード･･･

●コンパイル･･･

●バイトコード･･･

●実行･･･

実際にやってみましょう

　Windows上で一番単純な開発環境を構成します。

　Forte, Jbuilderなどの統合開発環境を利用する場合は、ソフトウエアのマニュアルを参照してください。

1. JDKのインストール

　Javaで書かれたプログラムを動かすには、「コンパイラ」と「実行プログラム」が必要です。これはJava SDKと呼ばれるSunが無償配布している開発環境に含まれていて、SunのWebページ(http://java.sun.com/j2se/)からダウンロード可能です。まだインストールされていない場合は、インストールをして下さい。インストールをしたら、DOS窓で使えるかどうか確かめてください。環境によっては、環境変数を設定する必要があります。

　＜確かめる方法＞

DOS窓で「java」コマンド（実行プログラム）と「javac」コマンド（コンパイラ）を実行してみます。
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C:¥>java -version

java version "1.8.0”

Java(TM) 2 Runt ime Envirorment, Standard Edition (build 1.3.0-C)
Java HotSpot (TM) Client WM (build 1.3.0-C, mixed mode)
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エディタを開く

　エディタは何でもいいのですが、「xyzzy」がお勧めです。Vector(www.vector.co.jp)からダウンロードできます。メモ帳は拡張子を指定できないのでお勧めしません。

　「xyzzy」を起動したら、プログラムを書く前に「Esc」＋「x」を押して、「java-mode」と入力してリターンします。するとインデントや文字の色を変えてくれるので便利です。

①Java－Modeにする
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②言葉の種類ごとに色を変えてくれる
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2. ソースコードを書く

　エディタを使ってソースコードを書きます。まず、一番簡単なプログラムを書いてみましょう。

例題1-1：プログラムを動かしてみよう(VendingMachineSample.java)

VendingMachineSample.java

保存する

まず、「オブジェクト指向哲学」演習用フォルダを作ります。名前は何でもいい（適切に目的をあらわすならば）のですが、ここでは、「objprog」というフォルダを作ることにして、説明します。

· フォルダ構成


objprogディレクトリの下に、毎回の作業フォルダを作ります。作業フォルダの名前は、「objprog??」の形式で、名前を付けます。今回の場合はobjprog01になります。

毎回の演習で作るファイルは、すべてその作業フォルダに保存することにします。

· 具体例

この例は、演習用フォルダを「C:\objprog」にした場合の実際にフォルダを作り、一番初めのソースコード（VendingMachineSample.java）を保存したものです。
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コンパイルする

　ソースコードができたら、コンパイルして、バイトコードに変換します。ソースコードの拡張子は「.java」バイトコードの拡張子は「.class」です。.classファイルができたら、コンパイルは成功です。

· コンパイルの手順

1. objprog01フォルダ（ディレクトリ）に移動

2. コンパイルするには、javacコマンドを使います。


3. VendingMachineSample.class　ファイルができれば成功




· 具体例

　この例は、演習用フォルダを「C:\objprog」にした場合のコマンド例です。


実行する

　コンパイルが成功したら、実行してみましょう。「.class」ファイルがあることを確認したら、実行コマンドを入力してみましょう。プログラムが動き、「自動販売機のサービスが開始されました。」のメッセージがでたら、実行成功です。

· 手順

4. バイトコードがあることを確認します。
dirコマンドを使い、.classファイルがあることを確認しましょう。

5. 実行コマンド（java）を入力します。


6. 「自動販売機のサービスが開始されました。」とコンソールに表示されるのを確認します。

· 具体例

　この例は、先ほどコンパイルした環境でそのまま実行する時のものです。

 

/**


* オブジェクト指向哲学　入門編


* プログラムを動かしてみよう


* 自動販売機プログラムの開始を知らせるプログラム


*


* メインクラス


*/


public class VendingMachineSample {





  /**


  * プログラム･メイン（ここからプログラムが始まる）


  * 自動販売機プログラムの開始を知らせるプログラム


  */


  public static void main(String[] args) {





    System.out.println("自動販売機のサービスが開始されました。");//自動販売機プログラムの開始を知らせる


  }





}





objprog 　　　　　　objprog01 　　　　VendingMachineSample.java 


　　　　　　   　 　　　objprog02





＜javacコマンドの使い方＞�javac [ソースコードファイル名]�ex)今回の場合「javac VendingMachineSample.java」と入力する








実行前　：objprog01　　		VendingMachineSample.java


　　　　　　↓　　　　　　　　　　　　　←コンパイル


実行後　：objprog01　　		VendingMachineSample.java 


          　　　　　 　		VendingMachineSample.class　


（↑これができればOK）





C:\> cd objprog


C:\objprog> cd objprog01


C:\objprog\objprog01> dir


VendingMachineSample.java





C:\objprog\objprog01> javac VendingMachineSample.java





C:\objprog\objprog01> dir


VendingMachineSample.java


VendingMachineSample.class





＜javaコマンドの使い方＞�java [クラス名]�ex)今回の場合「java VendingMachineSample」と入力する





※注意！　javaの後はクラス名です。ファイル名ではありません。ファイル名から「.class」を除いたものがクラス名です。





C:\objprog\objprog01> dir


VendingMachineSample.java


VendingMachineSample.class





C:\objprog\objprog01> java VendingMachineSample


自動販売機のサービスが開始されました。





C:\objprog\objprog01>
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